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次     第 

 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 議 事 

 

（１） 第１号議案 令和４年度事業報告及び収支決算の承認について 

 

 

（２） 第２号議案 令和５年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

 

 

（３） 第３号議案 役員の改選について 

 

 

４ 報告事項  

 

（１） 千葉県支部就職窓口担当者の報告について 

 

 

（２） 校友会代議員について 

 

 

５ 閉 会 

  



 

 

令和５年度東京農業大学校友会千葉県支部総会の開催にあたって 

 

校友会千葉県支部長 丸 豊   
 

 校友会千葉県支部会員の皆様には、日頃支部活動にご尽力をいただき   

ありがとうございます。心より感謝申し上げます。 

 さて、ここ数年新型コロナウィルスの感染拡大により、対面での支部総会

が開催できない状態が続き、会員の皆様には大変ご迷惑をおかけしました。 

新型コロナもようやく落ち着き、対面での会議が可能となりましたので、

４年ぶりに支部総会を開催することといたしました。 

 大学本部校友会の総会も昨年は出席者を限定し、多くの代議員等は書面で

の議決でしたが、今年は懇親会こそありませんでしたが、代議員全員の参加

により開催されました。 

 関東ブロックの会議も３年振りに１１月２０日（日）に山梨県で開催され、

千葉県支部として校友会本部と大学に対して推薦入学制度やホームページの

充実について要望しました。 

 その結果は、３月１０日（金）に開催された全国支部長会議に報告され、

全国６ブロックからの結果としてまとめられ、校友会本部と大学からは   

「前向きに取り組む」との報告がありました。なお、私はこの全国支部長   

会議の議長を務めさせて頂きました。 

 母校東京農業大学は新研究棟に続き国際センター棟が完成し、本年５月か

ら供用が開始されました。創立１２５周年を記念した施設が全て完成し、益々

充実した環境で研究・学習活動が展開されています。 

母校は、箱根駅伝では予選会を乗り越えられぬ年が続いておりますが、   

今年度は高校駅伝の強豪校である報徳学園から有望選手が入学するなど、  

ここ数年になく手駒がそろっているとのことです。 

来年の正月には、箱根駅伝で活躍する母校の姿が見られることを期待   

したいと思います。 

会員の皆様には、千葉県支部の総会を機会に旧交を温め、校友の絆を  

しっかり結びなおすとともに、有意義な人生を送る糧としていただければ  

幸いです。 

  
  



 

 

第1号議案 

＜令和４年度事業報告及び収支決算の承認について＞ 

１ 事業実績 

長引くコロナウィルス感染症の蔓延に対し、令和３年度に続き千葉県支部の活動は  

自粛せざるを得ない状況であった。 

主要なものは次のとおり。 

 

（１）総会の開催 

各地区・職域等の理事・連絡員に総会資料を送付し、総会に替えた。 

また、総会資料については、校友会ホームページの支部ページに掲載することによ

り、支部校友会員への周知の一助とした。 

ＨＰアドレス  https://www.nodai-koyukai.jp/branch/chiba/  

  

（２）役員会の開催 

６月５日に監事による会計監査を行なった。 

その後、総会資料案及び事業・会計の詳細資料を付して役員に送付し、役員会とし

ての合意を得た。 

（地区・職域の理事等には、役員了承後に総会資料を送付した） 

 

（３）理事会の開催 

理事会については、上記書面による役員会で代替した。 

 

（４）県内の地区校友会及び職域校友会の総会等への出席 

令和４年６月１８日（土）山武支部総会が東金市にて盛会裏に挙行され、要請を   

受け宇都宮幹事長が出席した。 

 

（５）就職対策 

令和４年度においては、学生からの連絡を受けた役員及び事務局員はなかった。 

 

（６）名簿作成 

校友会本部から提供いただく名簿を「東京農業大学校友会支部名簿管理規定」に  

基づき管理し、校友の異動状況等を整理して本部へ連絡するとともに、要望のあった

各地区・職域校友会へ提供し、その活動の強化を図った。 

校友からの異動情報に基づき校友会本部に連絡し、校友名簿を更新した。 

これは、「校友会ニュース」の情報源の柱になっている。 

 

（７）慶弔 

   令和４年度文化の日に寒郡茂樹氏が知事表彰を受けた。（商工労働表彰） 

   令和５年春の叙勲において、菅澤英毅氏が旭日双綬章を受章された。（地方自治功労） 

両氏には祝電を発信した。 



 

 

（８）校友会本部及び大学との連携 

ア 東京農業大学及び東京情報大学への進学相談、応援 

  校友から推薦入学の相談を受け、大学本部へ情報提供した。（２件） 

イ 農大経営者大賞候補者の推薦 

ウ 東京農大経営者会議への協力 

上記２項目については、特段の事業実績はなかった。 

エ 箱根駅伝への道oneコイン募金への協力要請 

募金協力を校友に対してお願いする行事等機会がなかった。 

オ 関東・甲信越ブロック会議への参加 

  令和４年１１月２０日（日）に山梨県甲府市にて開催された。 

  千葉県支部からは、丸支部長、宇都宮幹事長出席。 

  萬歳校友会長出席のもと、各県２名出席し、山梨県支部の主催で盛会裏に開催さ

れた。 

  会議では、校友会の近況報告の後、支部活動活性化の取り組みと提案、校友会と

大学への提案、校友会２号理事のブロック推薦について協議された。 

  結果として全国支部長会議への提案事項として、 

 (ア)校友会 

  ・会員への合理的な連絡方法について 

・ホームページの充実について 

   (イ)大学 

    ・箱根駅伝出場に向けた選手の強化 

・推薦入試について 

   を提案することとなった。 

カ 校友会本部の会議等への出席 

  （ア）令和４年度東京農業大学校友会通常総会 

     令和４年７月１日（金）コロナの影響で人数を制限したハイブリッド方式で   

開催された総会に丸支部長が出席。 

  （イ）令和４年度全国支部長会 

     令和５年３月１０日（金）４年ぶりに対面で実施された全国支部長会に丸支部

長が出席。丸支部長が議長を務めた。 

キ 東京情報大学の卒業式等への出席 

出席行事はなかった。 

ク 在学生の学習・課外活動への協力 

（ア）第２８回関東大学女子駅伝対校選手権大会の応援 

   令和４年９月２５日（日）に印西市で開催された。 

   第４０回全日本大学女子駅伝対校選手権大会関東地区推薦校選考会として選手

等関係者のみで開催。校友等への連絡は行なわれなかった。 

   結果は７位。全国大会出場ならず。（シード校３項＋上位1校） 

（９）ホームページの運営 

校友会本部のホームページ内の各支部のページに総会資料を掲載。 

役員名簿を修正 ＨＰアドレス  https://www.nodai-koyukai.jp/branch/chiba/     



 

 

２ 収支決算 

 

収入金額      ３０４，９８０円 

支出金額             ９５，６７６円 

収支差額      ２０９，３０４円 （次年度へ繰越） 

 

（１） 収入の部 

項目 金額（円） 摘要 

交付金 140,000 代議員50千円、総会60千円、高校30千円 

就職対策費 20,000 基礎額20千円 

総会会費等収入 0  

雑収入 1  

繰越金 144,979  

合計 304,980  

 

（２） 支出の部 

項目 金額（円） 摘要 

総会費 4,956  

会議費 0 会場使用料 

校友会費 71,860 ブロック会議（山梨県）高校支部助成 

通信・事務費 13,800 切手・封筒・葉書・事務用品等 

雑費 5,060 慶弔費等（菅澤氏祝電） 

合計 95,676  

 

  



 

 

会 計 監 査 報 告 

 

 

令和４年度東京農業大学校友会千葉県支部の会計並びに事業実施状況を 

監査したところ、その使用帳簿、証拠書類ともに適正であることを認めます。 

 

令和５年７月８日 

 

  

監 事  森  誠一 ㊞ 

 

監 事  小安 由男 ㊞ 

  



 

 

第２号議案 

＜令和５年度事業計画(案)及び収支予算(案)について＞ 

 

１ 事業計画(案) 

（１）総会、理事会及び役員会の開催 

会員相互の親睦、情報交換及び支部活動の円滑化を図るため、会則に基づき総会、

理事会及び役員会等を開催する。 

また、校友会本部等からの情報を地区・職域校友会に提供する。 

 

（２）地区・職域校友会結成援助活動の実施 

未組織である地区及び職域において、校友会組織が結成できるよう情報の提供等

の支援を行う。 

また、地区及び職域校友会等の総会及び懇親会に参加して、情報交換と組織強化

を推進する。 

  

（３）就職対策の強化 

厳しい就職状況下において、卒業生の円滑な就職を支援するため、本学の開催す

る保護者懇談会へ協力するとともに、本学及び校友との連携を密にし、支部就職窓

口担当者を中心に関係者と連携の下、支援活動を行うこととする。 

 

（４）会員名簿の調整 

校友会本部から提供される名簿を利用して、要望に応じ地区別、市町村別の会員

名簿を編集し、地区校友会等に提供する。 

また、個人情報の保護に留意しつつ最新の名簿作成のため、会員の最新情報の  

収集に努める。 

校友の転居、転職、改姓等に当たっては、校友会本部が校友データベースを管理

しているので、校友会本部のホームページの『会員名簿変更フォーム』からお届け

いただくか、電話(03-3429-1983)で御相談ください。 

 

（５）慶 弔 

校友の慶事（叙勲、公職当選等）や逝去時に校友会本部への取次ぎ等をする。 

校友会本部では、慶弔電報等で対応しています。 

また、校友会本部の運営する会報やホームページ等で公開されます。 

 

☆弔電については、以下の事項を御連絡ください。 

・故人の御氏名、卒業学科、卒業年次 

・御逝去の日付 

・御葬儀等の日程、会場名、会場住所、会場電話番号 

・喪主の御氏名、故人との続柄 

 



 

 

（６）校友会本部及び大学との連携 

校友会本部、東京農業大学、及び東京情報大学の諸事業に協力・参加し、母校   

及び地域の発展に貢献する。 

 

ア 東京農業大学及び東京情報大学への進学相談，応援 

多様な機会を利用して東京農業大学及び東京情報大学への進学を希望する者を 

応援する。 

「キャリアデザイン総合型選抜」、「高校で学んだ実践スキル総合型選抜」、「東京

農大 ファミリー総合型選抜」「北海道総合型選抜」等の多様な入試制度を活用して

優秀な後輩を育てましょう！ 

 

イ 教育後援会地域懇談会 

従来２年に一度千葉県内で開催していた。 

本年度以降については、日程等の連絡に基づき協力する。 

 

ウ 農大経営者大賞候補者の推薦 

東京農業大学卒業生の中から優れた経営者を表彰し、その成果を公表することに

よって卒業生や在学生の実務及び学習に役立てるとともに、ＯＢ・ＯＧを応援し、

東京農大を広く社会にアピールするために「東京農大経営者大賞」に相応しい候補

者を推薦する。 

◎推薦要件 

東京農業大学が理念とする人材養成の要件にかなう優れた経営者であり顕著な

業績をあげ、かつ下記の条件をすべて満たす者。 

Ａ 東京農業大学（大学院を含む）、同短期大学部、同専門部の卒業生であること 

Ｂ 下記のいずれかの分野で優れた経営者であること 

（ａ） 農林水産業 

（ｂ） 生物の生産、加工、流通・販売及び関連産業の事業体（企業・法人など） 

（ｃ） その他、審査委員会で特に認めた者 

Ｃ 東京農業大学の学科長、又は東京農業大学校友会支部長、東京農業大学経営

者会議が推薦する者 

 

エ 東京農大経営者会議への協力 

企業活動をしている校友、及び経営者大賞・経営者賞受賞者が組織・運営する「東

京農大経営者会議」の会員増強、事業運営に協力する。 

※ 同会議の主な事業は次のとおり。 

経営者のネットワークづくり、異業種交流、各地域圏交流、経営者大賞等の   

候補者推薦等により母校の発展に寄与する。 

事業経営の視野を広げ異業種の成功事例を学ぶことで、お互いに研鑽し、校友・

学生にも役立つ会議として発展することが期待される。 

校友会ホームページからも入会申込みができるが、各地区・職域等での情報  

提供について、県支部でも協力する。 



 

 

オ 箱根駅伝ＯＮＥコイン募金への協力 

県支部、地区・職域校友会等の多様な機会で募金に協力する。 

目標額：千葉県支部全体で２０万円/年 

専用募金箱等の御利用を御希望の際は幹事長に御連絡ください。 

専用募金箱を使わないでも募金できます。専用振込用紙もあります。 

 

カ 関東・甲信越ブロック会議への参加 

本年の担当は栃木県支部。 

開催県支部の案内に従い出席する。 

 

キ 校友会本部の会議等への出席 

  本年度総会が５月２６日に開催された。 

その他の会合については、今後の情勢に応じて対処する。 

 

ク 東京情報大学の卒業式等への出席 

今後大学からの案内に応じて対処する。 

 

ケ 在学生の学習・課外活動への協力 

東京農業大学及び東京情報大学の在学生の行う学習・課外活動に協力する。 

 

（７）ホームページの運営 

校友会本部ホームページ中の千葉県支部ページを活用し、各種連絡事項や事業  

実績の広報等に努める。 



 

 

２ 収支予算(案) 

 

収入金額 ３７０，０００円 

支出金額 ３７０，０００円 

    収支差額         ０円 

 

（１）収入の部 

項  目 金額(円) 摘  要 

交 付 金 140,000 代議員50千円、総会60千円、高校30千円 

就職対策費 20,000 基礎額20千円 

総会会費等収入 0  

雑 収 入 696 利息等 

繰 越 金 209,304  

計 370,000  

 

（２）支出の部 

項  目 金額(円) 摘  要 

総 会 費 110,000 総会資料関係経費等 

会 議 費 20,000 役員会、理事会 

校 友 会 費 100,000 ブロック会議出席、高校支部助成金 

通信・事務費 120,000 総会、理事会の連絡等 

雑   費 20,000 慶弔費等 

計 370,000  

 

 

第３号議案 

 役員の改選について 

令和５年度から６年度までの役員（会長、副会長、監事）について、会則第７条第２項の規定

により理事会で選任したので承認されたい。 

役職名 氏 名 卒業科年 備   考 

支部長 丸   豊 工Ｓ43  

副支部長 

竹 内  良 工Ｓ43  

内 田 博道 経Ｓ48  

小野崎 一男 経Ｓ48  

石 井 睦弘 林Ｓ49  

宗 政 恒興 農Ｓ50  

監 事 
森  誠一 造Ｓ45  

小 安 由男 化Ｓ57  

  



 

 

報  告 

１ 千葉県支部就職窓口担当者の報告について 

役員会終了後に校友会長に報告予定。（1年間） 

 氏 名 卒年 学科 

相談員責任者 
（連絡責任者） 

加 藤  英和 昭６３ 経 

相 談 員  丸   豊 昭４３ 工 

相 談 員 内 田 博道 昭４８ 経 

相 談 員 小野崎 一男 昭４８ 経 

相 談 員 宗 政 恒興 昭５０ 農 

 

２ 校友会代議員について 

  役員会において決定。校友会本部の依頼に応じ報告。 

任期は４年間で令和４年から令和７年校友会本部総会時まで 

氏 名 卒年 学科 校友会役員・職業・経歴 

 丸 豊 昭43 工 

校友会千葉県支部支部長 

元産業教育振興会事務局次長 

元千葉県立茂原農業高等学校長 

千葉県立茂原樟陽高等学校同窓会長 

竹内 良 昭43 工 
校友会千葉県支部副支部長 

元松戸市建設局技監 

内田 博道 昭48 経 
校友会千葉県支部副支部長 

（有）内田総業代表取締役 

小野崎 一男 昭48 経 
校友会千葉県支部副支部長 

元山武市教育委員 

元全国農業協同組合連合会千葉県本部副本部長 

石井 睦弘 昭49 林 
校友会千葉県支部副支部長 

元千葉県中部林業事務所長 

宗政 恒興 昭50 農 
校友会千葉県支部副支部長 

農事組合法人百目木営農組合理事 

元千葉県立大網高等学校長 

村石 愛二 昭51 経 
校友会千葉県支部理事 

有限会社ポッポの丘代表取締役 

湯橋 勤 昭52 農 
元千葉県農林水産部次長 

元千葉米改良協会専務理事 

熊谷 一秀 昭59 農 
株式会社クボタ 技術顧問 

元校友会千葉県支部幹事長 

元千葉県安房農業事務所長 

濱田 昌平 昭61 畜 
元千葉市職員 

元千葉市役所常磐会会長 

宇都宮 康 昭63 農 
元校友会千葉県支部幹事長 

千葉県山武農業事務所長 

千葉県常磐会会長 

  令和５年４月 本部校友会へ報告済み。  



 

 

東 京 農 業 大 学 校 友 会 千 葉 県 支 部 会 則 

第１章 総 則 

(名称) 

第１条 この会は、東京農業大学校友会千葉県支部という。 

(設置) 

第２条 この会は、東京農業大学校友会会則第55条に基づき設置する。 

(目的) 

第３条 この会は、会員相互の親睦を図り母校の発展に寄与することを目的とする。 

(事業) 

第４条 この会は、前条の目的を達成するため次の事を行う。 

（１） 会員の集会及び会議に関すること。 

（２） 会員名簿の作成及び会員の情報交換に関すること。 

（３） 研究会並びに講演会等の開催に関すること。 

（４） その他この会の目的を達成するに必要な事項 

(事務局) 

第５条 この会の事務局は、千葉市内に置く。 

 

第２章 会員及び会費 

(会員) 

第６条 会員は、正会員及び名誉会員とする。 

（１） 正会員は、東京農業大学校友会会則第6条に掲げる正会員であって、千葉県

内に在住又は勤務する者とする。 

（２） 名誉会員は、この会または東京農業大学の発展に特に功労のあった者で、理

事会の推薦に基づき、総会の承認を得た者とする。 

(役員の定数、選任等) 

第７条 この会に次の役員を置く。 

支部長  １名 

副支部長  若干名 

理事  若干名 

監事  ２名 

２  理事は原則として地区及び職域校友会の代表 1 名を当てるものとし、支部長  

副支部長、監事は理事会で選任する。 

(役員の職務) 

第８条 支部長は会務を統轄し、この会を代表する。 

２  副支部長は、支部長を補佐し、支部長事故あるときは予め定めた順位により、

支部長の職務を行う。 

３  理事は理事会を組織し、事業の計画、予算、決算、その他この会の運営に当たる。 

(役員の任期) 

第９条 役員の任期は２年とする。但し再選は妨げない。 

２  補欠によって就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 



 

 

３  役員は任期が満了しても前任者が就任するまでその職務を行う。 

(顧問) 

第１０条 この会に顧問を置き、顧問は理事会で推薦し支部長が推挙する。 

 

第３章 会議 

(会議の種類) 

第１１条 会議は、理事会及び総会とする。 

２   会員は、予め通知のあった事項につき、書面または代理人をもって議決権を

行使することができる。 

(会議の招集及び議長) 

第１２条 会議は支部長が招集し、支部長が議長となる。 

(議決の方法) 

第１３条 会議の議事は、出席者の過半数の同意で決する。 

第４章 経費 

(経費) 

第１４条 この会の経費は次をもって当てる。 

（１） 会費 

（２） 寄付金 

（３） その他の収入 

 

第５章 地区校友会 

(設置) 

第１５条 この会は、地区(郡市等)または職域に地区校友会を置く。 

(規約等) 

第１６条 地区校友会の会則または規約は、地区校友会ごとに定める。 

(支部への報告) 

第１７条 地区校友会は、当該役員の住所、氏名、卒業年度、学科名並びに職業を支部

あて報告するものとする。 

 

第６章 雑則 

(幹事の委嘱) 

第１８条 事務局に、この会の事務を司るため幹事若干名を置き、支部長がこれを委嘱

する。 

２   幹事のうち1名を幹事長とし、支部長の命を受けて事務を統括する。 

 

附則 

１   この会則は昭和43年3月31日から施行する。 

２   この会則は昭和52年1月22日から施行する。 

３   この会則は昭和56年5月16日から施行する。 

４   この会則は平成7年7月8日から施行する。 

５   この会則は平成28年7月3日から施行する。



 

 

東京農業大学校友会千葉県支部顧問 

 

東京農業大学校友会千葉県支部役員(令和５年度から６年度) 

東京農業大学校友会千葉県支部理事※現職等、最新の状況でない場合がありますが、お許しください。情報の提供をお願いします。 

 
1 地区校友会 

2 職域校友会 

役職名 校友会名 氏 名 郵便番号 現住所 電話番号 卒業科年 現 職 勤務先電話番号 

顧問 

 莇 崇一    畜 S34 元千葉県議会議員  
 鳥海稔雄    農 S35 前校友会千葉県支部長・元千葉県技監  

 藤代孝七    経 S40 
校友会本部理事・前船橋市長・元千葉県議会

議員 
 

 密本俊一    経 S45 元千葉県議会議員  

役職名 校友会名 氏 名 郵便番号 現住所 電話番号 卒業科年 現 職 勤務先電話番号 
支部長  丸  豊    工 S43 千葉県立茂原樟陽高等学校同窓会長  

副支部長 

 竹内 良    工 S43   
 内田博道    経 S48 (有)内田総業代表取締役  
 小野崎一男    経 S48 農業  
 石井睦弘    林 S49   
 宗政恒興    農 S50 農事組合法人百目木営農組合理事  

監事 
 森 誠一    造 S45   
 小安由男    化 S57   

役職名 校友会名 氏 名 郵便番号 現住所 電話番号 卒業科年 現 職 勤務先電話番号 

理事 

京葉地区校友会 櫻井博文    畜 S44 農業  
東葛飾地区校友会 根元 晃    造 S43   

印旛地区校友会 
内田博道    経 S48 (有)内田総業代表取締役  
田辺 勲    短農 S47   

海匝地区        
校友会山武支部 小野崎一男    経 S48 農業  
長生郡市常盤会 森 誠一    造 S45   
夷隅地区校友会 村石愛二    経 S51 ファームリゾート鶏卵牧場  
君津地区農大会 鈴木康弘    造 S51 （株）千葉園芸代表取締役社長 0439-37-2333 

役職名 校友会名 氏 名 郵便番号 現住所 電話番号 卒業科年 現 職 勤務先電話番号 

理事 

千葉県常盤会 宇都宮 康    農 S63 千葉県農林水産部山武農業事務所  
高校職員校友会 池辺 憲彦    農 S62 千葉県立旭農業高等学校  
千葉市役所常盤会 清田 義昭    畜 S62 千葉市動物公園  
情報大学内校友会 三浦 敦    農 S63 東京情報大学事務局  



 

 

京農業大学校友会千葉県支部連絡員名簿 

1 地区校友会 

2 職域校友会 

3 一般地域 

東京農業大学校友会千葉県支部事務局 

 

※千葉県支部連絡用携帯電話（幹事長管理）070-8408-3437  

 

東京農業大学校友会本部事務局 

TEL.03-3429-1983 FAX.03-3427-2271 
E-mail:ko3883@nodai.ac.jp 
〒156-0054  東京都世田谷区桜丘 3-9-31 https://www.nodai-koyukai.jp 

 

役職名 校友会名 氏 名 郵便番号 現住所 電話番号 卒業科年 現 職 勤務先電話番号 

連絡員 

京葉地区浦安・船橋等 石井亀一郎    農 H2 農業  
京葉地区市川地区        
東葛飾地区校友会松戸市 根元 晃    造 S43   
東葛飾地区我孫子市・柏市 須藤喜一郎    林 S49 農業  
東葛飾地区野田・流山 田中勝美    林 S47   
印旛地区校友会 内田 亨    農 H6 佐倉市役所  
海匝地区 八本 治    畜 H2 千葉県立下総高等学校  
校友会山武支部 戸田佳郎    造 S55 戸田農園  
長生地区常盤会 鈴木久幸    工 H9 茂原市役所  
夷隅地区校友会 小高展二    経 S41 農業  
君津地区農大会 久保雅敬    短農 S63 農業  

役職名 校友会名 氏 名 郵便番号 現住所 電話番号 卒業科年 現 職 勤務先電話番号 

連絡員 

千葉県常盤会 丸山武則    院畜修H12 千葉県農林水産部畜産課  
高校職員校友会 渡邉 常隆    経 H12 千葉県立旭農業高等学校  
千葉市役所常盤会 中田 照子    畜 H6 千葉市役所 農地活用推進課  
船橋市役所農友会 倉島 健一    造 H5 船橋市役所 農水産課  
情報大学内校友会 田中久美子    農 H2 東京情報大学  

役職名 校友会名 氏 名 郵便番号 現住所 電話番号 卒業科年 現 職 勤務先電話番号 
連絡員 千葉地域 永原義久 263-0031 千葉市稲毛区稲毛東 6-18-1 043-242-2896 農 S36   

役職名 校友会名 氏 名 郵便番号 現住所 電話番号 卒業科年 現 職 勤務先電話番号 

幹事長 千葉県常盤会 加藤英和    経 S63 千葉県農林水産部千葉農業事務所  

事務局長   〃 山口 敦    化 H3 千葉県農林水産部安全農業推進課  
事務局 
次長 

  〃 岩井 宏    農 H5 千葉県農林水産部生産振興課  
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